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障がい者の「働きたい」から次の一歩へつながる支援障がい者の「働きたい」から次の一歩へつながる支援
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地域の中で、誰かの力が誰かの支えになる。そんな当たり前のようで、実はとても地域の中で、誰かの力が誰かの支えになる。そんな当たり前のようで、実はとても

大切なつながりが、障がいのある方の就労の場で広がっています。大切なつながりが、障がいのある方の就労の場で広がっています。

できることが、誰かの役に立つできることが、誰かの役に立つ

就労を希望する方で、一般企業

に雇用されることが可能な方に、

就労に必要な知識と能力向上のた

めの訓練を行います。就職を目指

す訓練のため収入はありません。

就労移行支援
４カ所

主な訓練内容

模擬就労

ビジネスマナー講座

PC （パソコン） スキル

セルフマネジメント

就労活動サポート　　　　 など

主な仕事内容

梱包作業

（封入封かん、 梱包発送）

データ入力代行

（数字、 文字入力、 表作成）

農作業　　　　　　　　　　　 など

就労継続支援 A 型
4 カ所

一般企業に雇用されることが

困難な方に、事業所との雇用契約

による就労と生産活動の提供を

行います。雇用契約のため、最低

賃金以上の給与が支給されます。

主な仕事内容

軽作業や簡単な内職

（シート折りなどの作業）

商品の検品

農作業

清掃、 クリーニング　　 　など

一般企業に雇用されることが困

難な方に、障がいの程度などに合

わせた就労と生産活動の支援を行

います。雇用契約を結ばないため、

工賃が対価として支払われます。

就労継続支援 B 型
16 カ所

「働く」ということ
働くことにより、社会の中で役割や活躍の場が提供されると、自分

の目標や理想に近づいたり、日常に充実感を得ることができます。そ

れは障がいのある方にとっても同じように大切なことです。

しかし、障がいの状態により、働く事にサポートが必要な場合があり

ます。例えば「目が見えない」「歩けない」に加え「疲れやすい」や「人

と話す事が苦手」「簡単な言葉でないと分からない」などです。

「働く場」の提供
「働きたい」を支える取り組みとして、障がいのある方が自立して就

労できるように訓練や支援を行い、個々の特性や障がいの程度に合わせ

た仕事の提供やサポートをする就労支援事業所が市内にあります。

また最近では、就労支援事業所へ農業者が農作物の選別や袋詰めな

どの作業を依頼するという取り組みが行われています。障がいのある

方が農業者を支え、農業者が障がいのある方の「働く」を支える。農

業者にとっては確かな人手となり、利用者にとっては「自分の力が誰

かの役に立つ」という実感につながっています。

市内の障がい者就労支援事業所 ( 令和８年 1 月 1 日現在 )
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■磐田市障がい者相談支援センター

　国府台 57 番地 7　i プラザ 3 階福祉相談課内

 ☎・℻0538-84-6661　

　担当地区（中学校区）：磐田第一、城山、神明、

　　　　　　　　　　  向陽、豊田、豊田南、豊岡

■磐田市南部障がい者相談支援センター

　上大之郷 51番地　磐田市急患センター内

 ☎ 0538-24-7766　℻0538-36-8001　

　担当地区（中学校区）：南部、福田、竜洋

「働きたい」をサポートします

■磐田市障がい者等就労相談窓口

　国府台 57 番地 7　i プラザ 3 階福祉相談課内

 ☎ 0538-37-4919　℻0538-36-1635

磐田市障がい者等就労相談窓口への

相談のお申し込みは、申し込みフォー

ムをご利用ください

▲申し込み

　フォーム

障がい者相談支援センターでは、障がいのある方が「働きた

い」と思った時、生活全般の相談に加え、就労に関する不安や悩

みにも寄り添いながら、必要な支援機関やサービスへつなぐ役割

を担っています。

「働きたいけれど、どうすればよいか分からない」「自分に何

が合っているのか分からない」など、悩みや不安がある方は、

お気軽にご相談ください。職員が一緒に「働くこと」について

考えます。
▲磐田市障がい者相談支援センター職員

「白ネギの皮むきを手伝って欲しい」 と、 まずは無理のない範囲からお願い

しました。 現在では白ネギと海老芋の作業を依頼しています。

自分たちだけでは夜遅くまでかかっていた作業が、 依頼をすることで早く終

わるため大変助かっています。 家族経営が多い農家にとって、 作業時間の短縮

は経営面だけでなく、 家族の負担軽減にもつながります。

こうした取り組みが、 障がいのある方の 「働く」 を支える一助になればと思

います。

栁沢農園　代表　　栁
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就労継続支援 B 型事業所　大久保ベース　管理者　　松
まつ　の
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樹
き

　さん

連携は最初からスムーズに進んだわけではありません。 作業工程の細分化や

声掛けの仕方など、 さまざまな工夫をしてきました。

作業に取り組む利用者に 「手がけた白ネギが毎日売れている」 と伝えると、

本当にうれしそうです。 形に残る仕事が自信ややりがいとなっています。 初め

て作業する利用者に経験のある利用者が声を掛け、 協力する場面も増えました。

働く事の楽しさを感じ、 成功体験を積み重ねる事が、 個人の成長と就労に向け

た次の一歩につながります。

「農業」×「福祉」の取り組み

お問い合わせ先
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https://logoform.jp/f/AoBL2



